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都内の転倒災害発生状況

転倒災害による休業４日以上の死傷者数の推移

東 京 労 働 局
労働基準監督署

６月は、転倒災害防止の重点取組期間です！

 転倒災害は、労働災害全体の４分の１を占めており、増加傾向にあります。特に、被災者の
約６割が50歳以上となっており、高齢になるほど転倒するリスクが上がります。

 第三次産業全体では転倒災害が３割を超え、ビルメンテナンス業では４割を超えています。
 職場における転倒災害を防止するため、裏面のチェックリストを活用した職場の点検や

動画を活用した教育を行い、職場環境の改善を図りましょう。

（資料出所：労働者死傷病報告）

転倒災害が全災害に占める割合が増加傾向

50歳以上が約６割
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第三次産業全体では３割以上
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～トップが打ち出す方針 みんなで共有 生み出す安全・安心～
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職場の転倒災害を防ぎましょう！

～ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト実施中～

主な原因は「滑り」や「つまずき」



東 京 労 働 局
労働基準監督署

ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト実施要綱（主唱：厚生労働省・中央労働災害防止協会）

動画で見られる資料「転倒・腰痛防止用視聴覚教材」を掲載しました

R1.6

（１）重点取組期間に実施する事項

① 6月の実施事項

ア 安全委員会等における転倒災害防止に係る
現状と対策の調査審議

イ チェックリストを活用した安全委員会等に
よる職場巡視、職場環境の改善や労働者の意
識啓発、防止対策の実施（定着）状況の確認

② 準備期間（冬季前）の実施事項
ア 積雪、凍結前に労働者に対する注意喚起
イ 積雪、凍結時に転倒のおそれのある箇所

の事前確認

（２）一般的な転倒災害防止対策

① 作業通路における段差や凹凸、突起物、継

ぎ目等の解消
② ４ｓ（整理、整頓、清掃、清潔）の徹底に
よる床面の水濡れ、
油汚れ等のほか台車等の障害物の除去

（３）冬季における転倒災害防止対策

① 気象情報の活用によるリスク低減の実施
② 通路、作業床の凍結等による危険防止の徹底

「転倒・腰痛防止用視聴覚教材」（動画）

厚生労働省と労働災害防止団体は、休

業4日以上の死傷災害で最も件数が多い

「転倒災害」を減少させるため、上記に

ある「ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェク

ト」を推進しています。

また、厚生労働省の「職場のあんぜん

サイト」には、皆様の安全活動をサポー

トする転倒災害の防止に関連する様々な

情報を掲載しています。

転倒や腰痛は、日常的に起こり得る災

害です。働く皆様が日常的に転倒や腰痛

災害の防止を心がけられるよう、災害事

例、防止対策をまとめていますので、職

場での安全衛生教育などにお役立てくだ

さい。

掲載先「職場のあんぜんサイト 転倒 視聴覚教材」で検索

アドレスは下記、QRコードは右

☞ http://anzeninfo.mhlw.go.jp/information/videokyozai.html

～トップが打ち出す方針 みんなで共有 生み出す安全・安心～


